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オシドリがオタマジャクシを捕食か？

中野晃生

株式会社セルコ.〒150-0002東京都渋谷区渋谷2-5-2E-maika-nakano@serco･cojp

はじめに

オシドリノMY“ﾉどﾉｿ℃吻冴“は，日本,ロシア沿海州地方,朝鮮半島,中国,台湾に生息しているカモ

科の鳥類である．日本における本種の食物は,シイ･カシ類の堅果,イネ科植物の芽,>敵子等の植

物質が主であり,その他，甲虫類のゲンゴロウ科,アメンボ科,トンボ目やトビケラ目の幼虫といった

水生昆虫類,魚類が知られている(清棲1978,黒1111939)．

筆者は,本稲が水田においてカエル目の幼生(以下オタマジャクシ)を捕食していると思われる採

食行動を観察したので報告する．

観察地および観察方法

今回,調査を行なった場所は,島;根県南部に位置する島根県川本町(34.59,Ｎ,132.29'Ｅ)内の

集落である．当地域は比較的広い谷(幅200ｍ程度)に沿って水田，畑等の耕作地および宅地が開

かれている.また,耕作地周辺の林と耕作地とは,接しており,その間を河川が流れている.周辺に

分布している林は,コナラQUGﾉ℃“・sef”“,クリα鈍""“α泡””等の広葉樹を主体とする夏緑広

葉樹林,アカマツ師蛎ｄｂﾉお伽〃の林およびスギの煙omeﾉﾌｾｯ"oﾉ?礎,ヒノキＣﾙa伽⑧”aﾉﾝs

o6zus召が植林された針葉樹林である．

観察は,2003年２月上旬～６月下旬に各月２回ずつ,７月上旬に１回,各回３日間,午前８時か

ら午後４時にかけて行なった.各日とも,水田脇より,飛来した個体を１０倍の双眼鏡及び30倍の望

遠鏡で観察した．

結果および考察

調査地域およびその周辺へのオシドリの飛来を確認したのは,水田内に雪が残る３月下旬からで

あった.３月下旬には,水田内の雪解け水が溜まった場所で採食していたが,４月上旬以降には水

田内の雪が消失し,水が溜まりはじめるとともに全域を利用するようになった.３月下旬～４月下旬に

かけては,雌雄同時に飛来したが,５月上旬以降は雌１羽のみが飛来するようになった.また,６月

下旬以降は飛来しなくなった.なお,オシドリが飛来した水田は,ほとんどの場合,観察地点脇の水
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田ではなく,１００～500ｍ程度離れた水田であり,観察地点脇の水田に飛来したのは,５月22日のみ

であった．

2003年５月22日の午前11時１０分頃にオシドリの雌が１羽,観察地点脇にある水田内に飛来し，

植えられたイネのあいだを時折水面に職をつけて泳ぎながら畦に生育している草を採食しはじめ

た.その後,水田内を泳ぎ,時折,水面に職をつけ,水面上に浮いているウキクサ,草刈により水田

内に入った草を採食していたが､そのうち,噛を水中に差し込んだまま,何かを２ｍ程追いかけまわ

し,柿らえ,飲み込んでいた.何を捕らえているのかはっきりと確認はできなかったが,この水田内に

生息していた動物は,オタマジャクシ類,サカマキガイＦｈｊ“acU鐙あるいはヒメモノアラガイ

Aus2hqpep/bｯｏﾊﾙ泡と考えられる小型の貝類,アメンボ科の数種,ミズカマキリ価"az”c伽eﾉ7恥,タ

イコウチＬａ“o"'日pﾉｳesﾉ圏βo"e/7砿の水生昆虫であった.しかし,オタマジャクシ,アメンボ科の数種

を除くといずれの種もすばやい行動をとる種ではなかった.また,職を水中に差し込んだまま追いか

けまわしていたことから,水面上を移動するアメンボ科の数穂ではないと考えられ,オタマジャクシを

捕食していたものと考えられた.観察時に,この水田内に生息していたオタマジャクシは,二ホンア

マガエル鋤抱"oﾉ7応a,二ホンアカガエル臆"ａ"o"たa,トノサマガエル尺〃な”acU〃a,シュ

レーゲルアオガエルノWｳacQp力azjss℃fMag色/〃の４種であったが,どの種が捕食されていたのかは確

認できなかった.しかし,個体数の多さおよび大きさからみて,全長2.5cm程度の大きさをしている二

ホンアマガエルおよび二ホンアカガエルのオタマジャクシが捕食されていたものと考えられた．

オシドリの食性については,清棲(1978)，黒田(1939)によれば,植物質を主としており,イネ

Ｏﾉyz籾”t姉,コムギ７抗ﾉb”ａas””,エノコログサ先”曲''１i｢ｿbmg等の種子,クヌギQUGﾉ℃“

a““”,ミズナラＱｃﾉｿiｮpzﾉﾙ'等の堅果を好んで食物とし,動物質では,昆虫類の水生昆虫のゲ

ンゴロウ科の成虫および幼虫,トビケラ目，センブリ類,トンボ目の幼虫等の水生昆虫,クモ類,カタ

ツムリ類,魚類を食物とするとしている.Clamp＆Simmons(1977)によれば,旧ソビエト連邦では，

春期の食物として昆虫類とその幼虫が最も好まれ,その他,カタツムリ類,魚類(死体を含む)等とし

ており,秋期になるとシイ･カシ類を最も好むとしている.また,ロシアの極東南部では,Labzyuk

（1985)により春と夏の食物として,カエル,魚,陸生腹足類,ミミズ,昆虫のような動物質が多いこと

が,Shibnev(1985)により夏にサンショウウオおよびカエルを追い出して捕食していることが報告され

ている．

最後に本報告をまとめるにあたり,原稿を読んでいただき,有意義な指摘を頂いた石本あゆみ氏

に感謝申し上げる．
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DidaMandarinDuckcatchatadpoles？

AkioNakano

SGrco・ＣＯ・Shibuya2-5-2,Shibuyn-ku,Tokyo150-0002,Japan

AfbmaleMandarinDuckAな“ﾉ垣"ど[侭“ｗａｓｏｂｓｅｒｖｅｄｔｏｃｈａｓｅａｎｄｐｒｅｙｏｎａｎｉmalsin

thewaterofariceiieldinKawamoto-cho,Shimanepref（34.59,Ｎ,132.29,E）ｏｎＭａｙ22,

2003．BasedontheabundanceoftadpolesinthericeHeldandthechasingbehaviorof

mandarinduck，thepreyeatenbythismandarinduckisconsideredtobetadpoles（ﾉﾗｹ'別ａ

"O"/b召or彫”"O"/bﾖ)．

/ｒａｙ”ｏｍＩｇ:Aixgalericurata，/姥"ぬ師Ducんβﾉ．e虚rわ"，ZaoIpo/ｅ


